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ひ之か、B史@Jをひっ撮ラうかと苦I~惨濯してい~"l:ここラヘ，不良から関係の忍 1\

表λか-i且て¥\ヲてあ\-1\二 U~ 口 E 立し夜もと 1，うの JJ:" いかに ξ 足柄‘ひける。ャ

リぎ ~lls. 1¥" し力、し敢えてそのよう T:J..互似Eするの j手，会よj¥色正. a史直l~ か，

映像であるとか Jj..， 而~~色 1\ て t わ爪われ限る老の t のにほか芯ら厄 1\ ， ~ 1邑

Uて 1¥ ~ 1トらた、。民るといっ鉱閉と源問稿7ゑ之二ラでlユ， をとをeで‘のよう7ユ

欧魚を蒔自主マさるた・ jずのす~!也前厄い。 乏してもら志士ろ、 つl¥でに畠わtてt

らえ;1な，わたした‘ζ て尽んのわ亨・か， 尻尾の毛の史.13.とfは， E.史凪の現1弘之 1¥う

乞の Eかすったこと亦‘あるのだ。一一吉のの順序 LLてJj.，立す・この辺リから

起し lユむめるの tJ-.A .J"3しか芸う。

百

B史画の現7艮とちゥたヲて，その音チ γ ず芯主民忍にエキストヲ広積ιた程度号、

ヌ1¥にたいしたこ之1:G.I¥D i本旦fd.1乏しか、 F三人志亨ヨ持ロ勿d と¥¥う珍奇芯

タイト Jレの実匹，fJ;..眼目言、某出11回手@-dj及'のちンーンlご半日っさあった <.1)了ア

レコ ψ力、ソト主))り工 lユ.TJ-んとう良3支E.fiVf 14oゴ trてし 3 うとの官、3 うと i 尽か/1:

あき}凡'fd.txら，長たらし 1¥1)ハ←サ jレとあっ之 1\う聞に終~:$番 Yこ"Ë !JIl'，めて"

たのをあ‘ぽ、えている。し 17、l，.hたしに l手， を汎刀、ら半 l.it-J手む LZ t.長った 、Eう

ユヱドのほうが， 1志 ~7トに印象深かった。ラ芋マ・芋サ〉又取7乍( 7ぜフt::2:'.思う，

監桓/;)・ た~!してし z ったスの伊礎学円占と J ¥う， 二U'¥'Eわ円の羽lら芯l'フτJレムマ

ω P眼 @t討論 Jの)，"':1ケナ"/)ぐ-"tLら/'¥‘てまFたら.埠;zt:;君 12号(1%s耳Iz月)

ヒマのち/ナリ フ「が魚i、っ て1¥たa Hii垣!ユ各川7えと忙，舟1咋-~有奥和11己天， 1968 

~長作品，とある。血才守という人l立をのこう敦夫の美宝刀、広l之刀、E H'.た葛守

さ尚昆lて J;J.I?泊余をしとIJ.彩12mさ5与;J.c!1てF草月のクランフる!)E史償Lて1¥
3"ー， 三位1あEこにrJ・長名)/ト相棒'e:在為ιて1¥て賑'V;IIへた3ちので、あった e
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ある。

迄1¥て"Jf~ '1:こ .η、、ラシとした扱男知「であった o モの日，芝芭の稽古主主的に

mリあけいたわたし Lら〉は. 日瓜・平lf7の不!&:の某社限伊」之ゲヲ才zで広白いてさ

たのである o 正T'l¥H市JC-iユヌ1¥グ)口trfi若ょが、嵐のそンー γE回している℃二 3らし1¥"，

を二た‘円 1;]， 人 1亡、刀、~ r..出リくねった1初来tのiG一之と木しβJさとで、，をれらし

1 ¥ ¥服、rJ"しさがめった。

lJdらぐ周か;める Yこいつので，手重ミチの不定の 1I、医τ、待つ二之にむった o その日

/;1.ヲスト "i一、/'E. 1H.x ~ r引すという記だった T1"，祖、出ズ -9y ;;r ~'-戸リフ勾ー克、

の正月映画め走1，二み即 号室か‘ラで |\~'( かで‘. )1良置が忌71'7aかだ、というo EWt

m科ちの挟 1¥ I j、匡にl手，主場、め吉田1:3.21~子やらをのごちの色白ft.rt 成の函吃やら

t;]g色わt で- U 'c.つし1]、1互いえトーウいをlエゴんで白吉あう形l亡 1主弓た o ち..r

そ7'"é'、び〉キーヒキラーつぞの F 志の季知'か~~託行っていた埠の忍れでt ある。

タ亥1\からね 1\ 加弧、協ち<~尺改札，主~~も 1¥やましヒつのヲてくるというのに，

m走ら守合1の遭系色ちな 1¥。わたし!エ，思わず例イヲついてしま勺ているこ之 lて鼠

づいてI"J-_ をのた 7Yに[5)かヌ与え三、とざをして気ELすめcxウ Yこつとめねl才Eら

Bかった o ~!CJ で・め lr\ö“こん芯ことはおい o な亨すペ、 E 町、く国王Etうであます，

な'(:・3写えられぬ。予ること jユいくら Eある o 肯1日まちのスケラ¥1::2--)v1}:'i史苛，に

押t押在とtJ.リ • t集主中 と1杭ミ丙2純の蜜言怠ミ初Uが1γ.之詮?んて'C"プ、ん1た三かま弓て lハ1く。 モu肌¥.1ロ吉畝

?マf似以て3志う、V. を ~I\.1.主らぽーわたし!耳慣れて 1¥た o L 11' l 、映画jユまるで秩ろか、

ちがった。あ;;t D に t 文弘'の人々か~\ .ただ、近セ℃待ちつづ‘}寸ていた。栴ちつづ‘

けたff-旬，い「た l¥f司E7宥勺でいたのかわから芯く怠つ之しユ¥\ をう危局、 ~・ の

閉左。二之さ./;).z;'、うサら、得つといフの l手当リ祐l のご~l?しく. 貝高 ι て=c.~し

む℃りをん芯ことを長 lてとめていむ¥¥ように見え否。イヲイラE許制安に，目立

たせゐようにわ守・刀、手『つ史散さ tふう L いうのか、，た臼Jん B~~lllLつきあうにlユ

ロごかτ1ユ¥¥ちふっ Z したn仁科!j1;jのた、ろう。吉田日~吾 1手，誌かに 111 リでヨたと

いうぞfS~t. Pe.pPQr'Sηの抗¥¥ヲャげvトをlト協にして. 1¥ d L e医託Tef.く7吉12‘℃

刀、実 1\ころけいているのみん ~C う伺垣間か伺回か， こう L1三田町，1;21旦してき尺

のにち 7穴・ It 7ð \\o か刀、~~犬/;J ，Z3';iil1{の}'j.てにた、円 13央l/IiJ'r 1 ¥う Eの「んあzらし
l ¥ので・あ玉。

夜更ぷうや〈格納長?のようと主文'9')-'¥フrrJl主，'¥1ミo リハーサJレちをごをこに，
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~~王/ t e‘みR:13F1 ~ゴめ尽力、否 r本室主」の予がか汐、る。吉田日 Ü~ 手官、合1 1.戸同L っ て

¥ ¥ ~ ):こいさ 1;).り， ぞの若手えが左右に裂けzうし 3tl'らそ1J'¥a否の広)11lrl (ヒ tL

しい人七(")全白断、否、やむ、?と1貝.ih1.1't I IJ存l リ五王フたリ}{1さしす~うち l二、 ゃあ、わ 1)l' 

の文事が7下り〉人、ントにラ、ソ刀ーコてつもレーでスさく活かL!'L~ 一一二肌た、 lすのロン

か，力、vトE ワレーンた F走られる tJ メヲか汁実ちに予I~ 芯 7〆ら 1何何文9 る、と 1¥ 
ぇ

クラストきあ ~o tっとt ごう¥¥う直、f免のつむかどっさあるという ことl二人あ之
(2) 

で~t7Tりを皆見に 14"った乙ヨ d-で、全収 h から 1â1J、った。 ct Jâ.む f宜れて 1 ¥ T.;J: "乙，

プ7メラのiu.-:fll:.，'ぅ判ぎ旦合から e、ん忠直後があか・・るのが判断すEφ広志子力、い¥0 

9 く芯ぐ乙-t5わたしに lユw..疋きあ ~o B良芭』σ}史成否 1，くら眼 E~主主らして I， .J:う

と_B史1t& 1~ ちヲヒC- e!t-之てこ.G/ ¥こと. 二削除・ 5うるでつめ‘'k更であっ た，

起耐め I診てにあるこ L 不珂?見芯玉こと、 ごの~\たつ17-\、J Fl則定ちをさま的1三あ

るεのにしてい z一一ーをう，わたしに 1&~われた D' B史1生息こにいるわたし

ゃ註慢の ..t.1ごJユzかに"b.t?loしてあ、1>. わたしゃt丘1&1ユらたすら耐え;$:::とで、

をのB副長Iて1Ef主している守ちょう℃ドリフターヌJのド 9)ぐヲか・3勺た<.正問
. あ人

の気暗らしにフラ 1) ヒ限品位l之江主~ ~兄ちゃんた与のちの 5 あ苔ように • fliJ!.1九

lユ，わたしゃ11'だ品開ffiもの極微m怖にlユ尽く. と‘こにい~~こち知れ厄 l\E立ちの

とこ 5にあ吾のた、ろう。 撮μめ現成ぢ‘ l手，あたか志絶対の政微に仕えぷうと~

否 í1~:芝ての 4日くに . -tnが色村亨玉。

?ち創ど!手，在見事とのあ1¥だに直略的 c.u凡11¥.;乱，e.lTC¥けな粗互関係か五リたちう

るごヒe， をの長話き円句む平足技Rにし て1¥~ D (わたしの喜 1，えに.;r:;.芯ら， ~こ

さ、 lユすパ‘z(}..， < '1生>酌お関係にひき寄ぜられて" 3 0) むちん Eかにlユ，宮旦ち

とのつ芯1N1) ~怠:図的に払ぢき 3 うとし売り，鼠客乙のつ rs 1-〆りに陣、投ちであ

るふうに友~U: たり"?:>芝居一一ーだ ζ 之J:l"，わた ι(ら)のや勺て 1¥1'eJ.う芯一一一

与

(2) 字回、l，;fxT;;.ことにごの映白の協主てJd-'3.~であ、f;:; ¥¥ 1三、江怠I¥ "吉田日出吾とい

う--4:-rQ(7)臼官官をよ主うのか山?イ〉ム?ぜったらしい於，写す ~t二丈じたことlユE

か今た。た陀、わた乙くのに/手zr\~1:ス‘杷に eaろって， をこ/ユよく包之さハ ~o 白

比色の野外1}..1Jすた堂さ・，自由長11戎"'?*と立の念 L- 絡に奇妙主主良地、~~をft主 L た

とをの口げ b のた、1)0.'\， 笠r，nロ‘~息苦F芙闘の~-主 1丸、‘同釘畠左畠]史1 した 6 月/{;自

の='1:こで手あった o



ぞ志 1¥ニ乙 Id-.'G1¥かじ， をUlちεごの =Y....I手五定l1ス・・た¥， "俊吉乙lJlfL~之の(l..t\í~

広， Wli視11-であリ. したがってく同 C、<.辻白足、と1¥7 1 ¥めでフ対耳7ド的芯とので

あ否。 そu1.ゆ九，後五-tX'. えI)~の中 I~' に，持可色:\ヲ B 同企1ーとしでn ーらつづ、 l寸c主う

と亨肌 JJ" ，人並ヨチ Eえらぬ 11写椛と7支j-J今とか・~~之 ~m;:) ごとに広 3 のた、。担摘は 1\

ゴーしらす:・芝忌めf虫色. ごめ陽純と技併の肉生!広 島tt.と息焼、この目立‘、Zし¥¥ d: 

F の語su'つぎを役者の関f草に招来亨 ~::c に ， あj寸'‘てM円られているヒ庭、う。

主ごから芝巴 J'J" ~ をの併に麹也、的d-7与に毛のす、を花すててし主うといフ二 Yこか";JI¥，

をのかわりた巴¥至下邑の日忌問，長l¥酌tr.'!i聞の晶、主 E込*す否のきあ玉。

8担i't:aJ.":::れと史7ユって 1¥~の)"J..~を I-l'lか・ 4芙介酌己中間I良仁1三とえば、 フィ)レム

) 'E I~ 9"経由予五， ，こいう串ちあ玉。渇孜宣 lユち!ユi? i f自の育長~企下方; dろ3に

すき、1ユ1¥ 0 千度の肉14:t.，穐m湾Q1之封民主， 恨め主体'1笠t， を士、ごかにあるnメヲ

に隠し良られ，宜主ll¥..玉。定、からそlr¥.I"d.す弓かり積の t のち芯く巳リ，見~亙

の糾粋 TJf卒1献の1JJ\八，浩司J!.2，~ユ ヘヨ乙，苅üれてゆくの付。二 U'\ から℃つめ矧l在 E二

芯ヲた日ガ、Eフ，百宍tfue:.l¥タザヤンJレがl手じ 3づた。二の自If.ミt火、支配守五裂T可三の

児践で lユ， 13央f集と 1¥う名、の黙契がす八、‘ての支配右手あ 3" じて tJrttl名d :::r:立を

耐え，をの不五 E‘B史勉とよぴ伝らわすのであ至。現え芯い主人。祢m不良E

1三ち玄玉わた L<..ら〉の背徐!こ届く替え之 1¥た凪人の文?とノズの 1忠¥¥張か¥つ¥¥ 

l二L1Iずさか・7ミ1¥ 17 づプ7ι~ rp祉のように，関係琶のil入りをJEみつづ‘!十五 eY>の日史イ弘

の干喜み知事芯くて， 思ん Z、あった3う刀、?
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さていまや ， わ t\'lわ\.\1の前l にあるのは，毘f場~-:t IIし称集ゴ tli.，砲定した限後
セ二1)ー

の一系?iil~，、あ玉。 わHLわI-i¥.自主主Jユ， をlれをY足る。の1f{yJIち， ひ Yこ ~L ヨ‘りの

作品，ひどつの受託宣乙た主国， いうお~WU去、 il 、与 m 'l:二 di 1.与すてこちサら， ここで、

の咋立が/手じ、 3否。-:91¥"ての陶器 jユ，二の主聞の tJ11、き1史ニf泡1)1凡 1-;J.'t;J.1';..> id.いρ

くわ ln. わ lH.JユE央j5R~の今怖にさ主「でいる。をt./l 芝=ちら八工授げ、与えているの lコ

栄作右たら7与の7ずが¥後らは峡1M;..よーリeまだ、白こう， をの哀也JIにいたの問。?さ

からf夜らにZT'HallLj在、 F史f臭のご之がわか~， ~ J¥う Eのき 5ゐ1'，，)
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眼目に閉してひと i手、官TE詰る八、、ヨ危のか? こと j主と7a3二ヒ左手戎町

会したところに佑 J.J"i!1.る隠すの B剣先について~ 1 ~主主らあらためでこ乙ぽ、を雫

することの f収益さe.，己、うち 1¥っくうあ、うと壱うのだ三うか?

こういう乞つ之と 7立足色に討するわたしのええノ j志，保fえE 昆る二と寂~::r 1二)~

B史魚すらちあ ~Z Tj. I' ， という E のさある.0 s史白1-;1.こと rd:-E必穿之して訟 0，

こと 1:1・‘ と角，'1-誌の尽か 0~"ょうやくをの企訴え左あらわす。 ごの 1¥2'-十ち， 1J史院にこ

と)引ユ本質的である。白央晶Id:.tr史匹をめぐ、る宣言見芝予想してあ、リ， をうした主主え

の沼を装令 Zす30 tJ史1廷の餌-t吾作業三そ f7\'， 目史品 ~D史邑 r: -g 3! 

眼目にごうしてかなら亨‘知工t;Taうフ lエヨT・のことI"J.:二段直fの鉱技芝担当しをの

陳魚志現の~八、、之 E話、れなく盈わ|ミ亨るためのち括的思邑d-t- E，阪品めJ政主乙

ちあ、う。あ¥-J¥二 )1"¥.(J) B-失邑にi7、かわるあ弘文りのす八、、てか'1U:台Lにかを・九ら¥{¥三めげ

をは ， ~、 E んむい。を汎らがm許きあ吉のかí;f. 1 ¥のか J<J-， 7i法的1主的読め手誠実

主"E~苗 g えたt-のであ 3 かむうがlこかがっている。

でf:j.批評 lユ.伺 Ë~吾川)安いいか? をl-l"¥.'E決めてくI-l'¥.~批評の~~去、うとい守

た領軍111，立ちの陪， 危 1\0 そん江部色の~¥ 1¥ 15のかC誌か・フているの T:s.ら，主拐 5

Eハわけさあ ~o 日史直j (7}ひかずらをの'文 7三宏、， E u-苦手‘リ尺、して， をU'¥e悶明1主

図式ヤー畳めま旦以|に定造二t せよう'L.l\?如、みe"む三んあ~に!ユある o だW・宅こ

Hぺlユ， ゴほと、渥広 芯 ;hずで 1;J.BI ¥ D B史直』と\\う表I貝が・一泊ミに B叉Í!~之のど、のよう

芯前夜色として EをまLして l'~のか E きち~， L 1¥うのlユ， こI.ruユスヨ E仕事に1;;.30

=二否|手をういうこと K 王子~ !d~すかわリ 1亡，ぢょうむ昨~乞問さ\.hた、鈴木?Ã

~I~監恒作品I?ツィ?イ宇}レワイ宅、 γ <ll Cろi本に絞って，角ヰ誌と11文科を釘J-iょ

う。をの静設かr うまく解散ヒ芯弓 ZI\~17 と‘う力、 lエ， 一般酌怠提言言lてよってで

l手写ぐ作品論的立赴撃によヲて， す 1三わちをの作品 f及、観~ 1::与九三免除E精確

に規定さヨ五が z かに c工って，酒1ら汎 ~1芝、三う o

乏ニでごの 7宇品E:~だプ夜否定主いえ lユ，イ守*1<. のラナリ才li'\'ツィゴイネ1レワイ

ち‘ン J にひと足児!こ目 Eょ足しといただ、ヨた 1¥ " 田中下見よ主m手!亡巳苔=のMP本〈

太 7主に出:来7J;‘いい!) 1;;:， l? s史呂玄ilキJ の 1980fif-志向号にほ7主、ゴ U¥たをの?さが，

二1，1¥I"J， r三 I~"、と限τ! .¥.Jl C: 1 ¥ ~史玲ラすりオにL立 1 、とのである。(その 65" ~にを

あるように， 少し史FPRとちが・‘ったとこ 3t::あるようたか、， ~\‘ご"M'と‘っち爪.、って

いるめか lユ￥11ら口1¥，，) 実l手二1-1'¥'L. Iユ~" J亡，すく芯〈どt::tう1五，♂準備称'
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と訴する吉本が¥ラシネマ・フ0ラセ、ソトの今で:印舟lざl¥tτ¥¥て，たきたまわたし

モi+mFっているの 1ぜひf. 二u¥E くた点、ん〉肴1稿ヒ~え~Hl1:)"'， 11-eめ F勺弓勺

ー干の包』之題コ Hl，ていたモの陀V本力、ら. r寸伎のム段にある味 2~1、拡胞につ

れて租マ支史(介?L下段〉の加わ司た宇 3右1 (封書とn、ち/ナリオ〉八と srすそ"I三

従1¥.在1想 ζ前1.:1部tJ;.'衿々 に枝川'171三f受!話していく寸江芝、ありあリと手にてるよ

つにう方、t入‘I¥レるご Z がさ'さ zo 
をこでコ~ .(:、 2・2久 貝体的1志向存長作ヱ弘 l亡とひ・二手十た1¥と二 "3rざが， をう亨三 z

えに件プ寸 lすで志、三"R::J¥詰のつずさf-，.;¥ a1三、すこしのこっている。托ヒ評百二いう代

為をむこまで‘ b正当化して 1)'ぎたいの問。

作品豆島互M-:.す;;;'2こ 1\ ヲてモ人よくあ~ょう忠作品の勝手芯自立較と区別して t

らわ1五11lrllま印る。角特定J芯開、万注尽乞のであ三から. 各人の芯志的rJR郎芭色

んで、しきゥて、をれモ羽t段ちさ芯|¥o ある成田をぬて，匙1之力しーラベスf7¥'[1ft

1 ¥ t三く泊、三うか、. ~ltロマルク文 z レーニン主惑の鴇協の正正tr..に回良めようか:

芝ん~こと広一危11亡桔わ活 1 ¥わけ在、あヲZ:. をれ自往す二し1::嬰惇口事柄と色

うに l手あたらと~ 1 ¥ "をれら l手， 5~1*に付随して当烈おこりう玄，ざまず、立彦、反

応の芯か!こかを吸えら的立う。臭限あ五万の股1主(コマー vγlし・ア-( ，レム))芯，

制高自に，をうした在宅むの~t0. O!志賀祈酌〉芝向、りたてる乞の工箔ひられてい

る e だ~\，いくら映像力t・そうしたR 応"E!I丸う 1弘合問、あ五't-してt.. とと肌色広た

か陀、かE担保l之付区L亨z定、門の良応芯あzに亨ぎ右)¥.， ~子灯し志した. 1 ¥ア支}て

表Fおらしいです 11:>-. さtdろをこのとこはちぶ弓とゆ，一一 7立c・という Eのち l、
乞J 乙う民主してしユゥ?と限役、lてiJ1.;Jしてやうてくる抑‘益広誌 り口， 尺だ‘の社友rif.

礼めたくナ 1¥Bので、ある o (忠実弛誌ち恨め三笠 J九らの有}llo)

IlJR.f.泉とち昆 EこE9:.¥¥に疋主主子、与えておる巳ぞわ いまのぺ‘たB史食に向簡<)d R~ 

と);J・・工し， A L¥-; .t'f) のちう'誌記Mf.'.'i't守11.';.(f~ r¥ oCιuiot¥o...l <Ac1)唖 lて狙盟す aJ:

う!.it;め官と tみられz。これらを. B史像どの正当芯関係Z、短リ. tJ史f気!二由来

9~ 荷7 栗とし z 旦175 九てゆぐために!手，そ U\，じく杭にユ手'耗誌?守為( IOCl-l土1・ono..¥

Cl..ct) ， e' (l:1ると刀、是認誌肉有為 (rlloωti OI1_A..¥ o-.c...."t ) ·をあ 3 とかに租皇苧~.

民f鬼可dl¥.自律の訴1}包t'‘おめでZ、かLれるがれ争前ある。批評lみこの J二うB-. ~\m針l令

広徳Z政E匹のうえ':，.1て立flh7LなけU'tJななら芯 I¥ " 

定、力、ち tうひとつ ，nd干のすT沼勺ではなら主主1¥ ~とと(J.... B剣晃 "'\!7 n~r;身長 ê iJ、た

7 

ちグぐる車京のあれこ肌乏.日制匁め令トにあるT珂か実定的 (po.sitiV)忘存在者と

街 U‘つ 1I之しまうこ L-C'ある。 r表7見す 3主旬?の志図 J さあちうと r間仰向

陪縦dヲE主括管t朝-'z.・あちうと ill予圧三rIt¥¥.た宅史哲の百if.そ J て:・あちうと， 1(17)であ

って Eつ急り rJ.天主芯 I¥めた¥1'11"， 三どのようた認し F;!'::!l./'l Z ヨ 7三主主的 7ユÞfJJ~ 目

Lo 日史f吉正之互関係つ‘、/す五回司、きかりと力、く初、みられ三 p をうした曳弘之限.í~主 Yこ

のフ芯がど り Ið'、，ありらし芯 II~砲のように Lたとえぽ D アリ去、ムの数理ずら〉

おれIっかll¥.たのがちしれ芯 I¥ι ， B史仮1=生存主令T阻す五耳ti短めたLかか t;fちI¥あ

什‘ち h 之せたのか乞し ~n.~ 1¥" 前者志ち 1:;):・・一応3晶体ちあ3うか，後ちにして苦，

E央f混じ方不毛れ折1向5-ti1l奴 E志:士、、五ニとか‘でミ五 1言、け Te}.のた。をう LIミ柏、恥Id-.問

1具之 1\う奇ラ~11trß¥I11 e 0-(¥ t入..L 3にし.間食に国首の訴担，回石の校存八乙TII印

'1~二とに吹田民す三下三、 ζ う o

保安夜枚、・忍怠白勺Jj:， 5Z..'1 I) 0あ3のに片し. ごこきいう同η克服むし 3怠Z及的るヲ品:え

さであ玉。というのは，自可決が侮主あかをう之 9~ の la.. 術保に'支 1工フて~ C!'、

l二日剣晃が‘同在寸せてい五回高の鵠1揮をあり. と‘めよう払峡7具体段ちあろう工モ

れ Eたとうて1\る Id-.すJ の I~ 的作閉めア jレ立、 1) ~'ム志のた‘から.

政直J/て IJ.r-_しがに，をのよう a/~的作聞が之リわけ丈きぐづìE:.す~， eち乞

ょう。 8吏也Id=-，つぎつぎに岐しだ、古汎てゆくと 1¥う柱、けの，直』魚の的以?の主主主

Z:'‘ あ ~o しかし， を爪ら取柄、砂広晶1ゑのつら主主りかぺ そのま ~l' みある E史1良焼

除、乙tJ..3わけで、は忘れ o をlt¥/;1:.. R見3二モこの怠がさわ守がすっ在耳あ‘と:::tJ.l¥'. 

mつづ、l寸5ことの与が芯徐々に苛って 1¥<. あ3全七f.(\'， あ~. !J史也は. 'IT貝五琶

の抗争力的a悶わり Eつ治に干曹、L. それをあらかひめ前免リ 1¥l-l'¥. ~ことにぶって

ようやく司たに日って 1¥ ~ J:うな，表現 fユの陀 o 稔直lや耳~のような，~こに

色a:.tr¥. ~誌周f豆、 fr.~9 バて品倣のなかに宝問酌に露呈しているよう品開像の 1黒色

に1ユ， ぞ L比E民.9l111タ(Fa.ro.d.よ'J'刑C¥"Iえ古川)7さす丈序の εヒlてあ吾と規定してみ5こ

之Eささよう p す三とBr色白1"J-，そl{lに比 Lて，針tZヰ的(ちyttJa.$-{)1 Mì~ )に主主

?三現包ゴ汎たちの， とうつ~ 0 B史也1戸、スト才りす~ c..，て民間すも、'CI¥うの

メ入‘その tiF圧さあ~1，.-'. この}f-e51lと絞首どの β、たつをかリに孝之 3乙 lてt7，そ

I.-I\.ら I J.. B史色Jの与え~1J史像的王立が 8 複舶之友鈷 l L d')'り.容1えに句角ヰz.・で，;)1主笥

のE.(71で"1àいから，制定め院にロ注意、 calす汎股立ら ~J ¥ 0 't草川党色lユ.見

吾首o 加担 E 雪-1之、す~.o

8 



版画Ict-， fl員五/阻τ3という I1J(慢の 1忌かにある e をし之 をの問1~ι !日月らか

に主にらのかの干にふって.そこ八活か肌たのだ、。献も7r.)<J.、、二の専攻l三照$-

L"fJ.け H¥1 d"--7ë)-ら ~I\.. いフ E ん窓越、酌7ð:. E のの己、とくにうみ 7さされたあの眼段

を， 山花たぴ前!込(. 7J.之じ作之のー:亜の何点司王こ能，偽八， 集合的.}bi a角的正主宰

抵の主主~Q.^ とさしむむしてやる=ヒ一一二 lパが ittti'の最終的にo--しと lア払lす 11し

~'7J.ら芯 I ¥{:t手 C'あ三o

民足色日矧|芯の芯かにあ 3のだ、から， をめ令た、l寸車工師酌きあ E二己主つ)-Id.rこ5if，

1 ¥ 17 Il¥. Z.いる o 前回.nr.Li!: ~ mJlにまわ3-二 ζ. 乏片i.p-..tÞ~' 711名の7ã 7ゲ;J{ ~'\o ~ιj手、

をう lz 1I1tl次に凸仮El足気しぶう Z 予 ð' 予ロゲラムむあ ~o C~宮与ことを

ふてつ。限f民モZ1.1¥.自体ピ¥¥うよう 1ユrのカにたと之ぽ物f孝之 l'う〉切 Z'，b‘こに

ち存在 L1与1¥二之モ，よくよく hさ立之 5八、、き吾あ bo世から，映像、思悟i王し

Te-I¥。むし3，!l央f矢ヒ 11，告Q.でとEうc<J ~平F問者，あ"3l' J;J.切l怠のこと高めた:.'.，. ~、

つう限仇乙よ /d:'iれて l'dの IJ-， ~貝τょうとす 3 tJぅ;?，jfs tIちに東った之さだけ限f~弘

とよぽl.l¥.3 ‘あるもの仁亨~，，1)."めであふ二のことをJtTd.-I¥ 0，国d/仇t

z という皆|鼠℃担え 3ヒ¥¥フ児島.Lをー結にして L::，うヒ，B町民の見免さ'

のようおま司d少1J-ものホ供ききあが.3<>) ひと!こ主主lこを'iifJ-e-. 3がをめぐっマ，告す雫

かlユたらさ. 官包玄老 Yこめ 3ろ"古の担ト門ふさがあ ~o B更 @.Ifユミ~U'\左股三るに.あ

る問晩年除、二， をの余の新果とE住もであ弓う。がりそ色れら j弓計阜の芯かlてあ

る朋l五たんに哲fゑとのものにすぎ"7与1¥" 一九，限るちちに見主に出三LI¥ ~ e' ~ 

3うこと Jd-， I!史f短かち'7"9e、にjユみさ・てゆく， 丈ミ1J..:th，が !J 言、 お ~c

ち事徒、を翌]立す三二乙、映像の領域、さ生産己したこ℃問、映1民のめ工段、八乙か

えし，モの余めをヵ果Id-そ L札ヒ lて毛殺す五三と，か'.:¥とめられれ¥3。枕許がこ

とI~どを同 1¥て汽五うの lユ， こうしたをZ星さあ a"~会に日町長め解筏f平、君主J'd-， El則免

の領局、五品'it9" ~~.あ 3 う'" '-備投の1>‘よJ<~m tJ-'. JJ1I.'_1~ミの朝域・0-、ぁ ~o)

羽ヌ拝ω 史子干す 3 あ三 B史J~ιのま見よみ7> 1ユ， ~で l之をのまえに決立って1\ 3 志ので

亨，手伝1主1らかめ現iiaflててらして E当化ざ l代三ょう布、とので‘E厄ー1¥"批評めく

たす解説かぺ最終主イ\&.言、あ 3。解誌をれá~ か\， をめよう E解汲g:iE当化弓 3"，

〈む 3 んがメ草島ヰ混之 l' う去のを~乞るこヒがで迂三 zr， E乙 肌 lユちフとマ VTJ.

餌践のz之さqでl寸そう 7与ので di30)'簡の稲刑か・あって， ~氏許J;;lそう亨三めか

? 攻て針l手 秋宇fじ人相に c、ごかにg-7:I.L Z "た(正し1¥)i長;可・:de， ひきす;'y

9 

品し Z計t!:3わ円さ・!手 TJ・1¥ " .:n.ヒ拝n-， f也のむん厄阪五芭!之対 Lてεいてtすかb

をうした格指的芯位置にあ ~ìh げで'1.7d 1 ¥ Q "z 1.¥¥..'吉、，I1!の匠見五色らと伺びく，

俗誌のひとつの仕芳芝湖、Ji~ 0 ただ，紋評)J-.， ill見3/ Iiriよ:t!:.;Sという昆11蕗E支え

て 1¥吾、県立Z.号令国間1fむあ 3乙"う公合倍の尽か!こ坦壱汎て¥¥~~契の正ロネ

モ B日3d1に巴し， 目にわえ 3事多にするく='L l京・!こ宮寸とめ~)のきあ 3。主t

t平}"Jちふう~'\，終除数ちに吋して公毘滅的泡与の果た苓役客n 芝. ここで果tすo

Rd平}d.-. 二乙 IJ:'の11をかリて，丈茸O)T..がl亡， そのよう広町長Eっくりだ‘す。

批評によって，新f.:-7日史彼岸政の岳a1J.."m~ らかに rv- f)， 芝汎 1J{叉有立れ!手じめ

る。官、がら. fr~~売に!ととえ~，差損のうちにで'Jil仇 J 観芸者に!ユたらく I l!.!-お 1午閉

め 71しコ・・りっと、ム) 7J\'児院得、馬失のための平f7r'定的一苦(3z.‘~~ふうにJ 批評苦手伝，

附見表耳切・・ 1毒死す Z ために占的貝の一部1与のであ ~o ごめ文葺 tラ‘をの l'd-Iちの

E早L直1の前ミト宇たの主主Yみさ"ihリ i'F品l?')Iィコ、イ字 lνワマセ・ γJのー討とよJ'J."II"L広門'

仇 1J:‘広り'tJ1¥ () 

J" l' m色之 lek 美しく 1能川て l'3，ひ工つめIi.tc' ぁ~<>結è):'i1lわすちてい~の

lユ.県悦の例刻、E 支国己す 3 限f取のきあ泡:ざ‘あ ~o 'Z.l.t¥.t戸、業専に荷予パ?て"~らかむう

かj手， しか r... .fii伝子1¥て7三しグめてみ芸のさ芯lすU1./J.:'わから同 I¥p ごうして，偽

ぴElE三r-JW .J、く昂~ " Z 1¥くための、批評ψ ニと 1"J.:'ff・-必要ちの?ず

ー ・‘副島

‘.・

10 
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3 

むこからそFちつげようとちおなじ‘二 Yこだ‘ろう択，まずiiWあたリ 1二目 E陶門

ょう。

男がひとリ，ス坊の漁民らに工弓つつがzっている酢漁ち平の的主著ん7マ4it-匂l之

捨てて死ta-i!た，い"¥'7.寺にかけて殺 ιたたち 1入・・}¥ 7忌1¥， L 1¥うのた‘<> U'ゅう

ぴ.ゅうと風のふき"9:::!βぐ石少汲e'ある。 Zなの民卑I"J.そこらにうちあが・って 1¥~o 

恥けつ円てをたIlli主任の阻否ーが窮E鳳認やリ在行しかけ否ヒころ八， ょうやく.

折よくll1Lりあわ也た<私〉か--!tJ¥って I手1¥る。

「宿三1l!.--j: t邑J喜平長編逸話敬J受 青ゴセー監こ坪」

一ーさしだ、さlA'\たち剰に を つ印刷ざ l-l\てあったのか'~E 雫乙たのか， りゅうヒ

L た 7吾りの〈弘〉に何して、~直の亀展fCJ急 lて T 1r.になる。同僚だかち主く私

〉が自訴乏保証ιL. この再思やヲて日二 Z放免に彦岬た{31
ヱの再.匂石i?-札と 、 く私〉の 2人の人 拘)1戸、う主目芝ひかたL円11t J京、う冷?芝、<>liq 

Zの絡まり|芯~CI'l作品芝音量サをまでつらぬでと耳、す，プミ I ¥ ;f主である。毛司王~t­

tt'砂!ユエん即 EすずTそあ7ミリ吾氏んZ、Lまうの"R、か¥2肌で昂がちかつてく 3

わけで/;].Td-. 1 ¥ " 

鹿目安1illJ漫子、三中砂Jユ，飢えた界都Jのような無較的再だD -q L 品川ぽ‘碕わすい

(3) 苦手徒主抱 C?要企稿 rサラサー〒の也.n)~ Jd-.. 

私 立ょう，を汎からこの写~Jð-耳石7ケ之いっと支Aの友人τ、，場合 J:J-聞と

<主主意及。3天)j，iJ.授<:'9。

之存ヲでい "!>1大〉事2祐l"/.1-， r R..l 1J¥-とれてしまい. く私〉の目、蹴の夜色刀〈、一

段't.-男子'，~ヲた。(:合金7ι ③。 実際I二 lぷ@にあ ~c支うに，申砂主主すさ、 jて附E捨

てて¥¥ ~eo )二汎が穿 31761にQ~~，@の中砂のセりフ告舟l 除::r1-1'¥て L~-?τ， 

/広たして叩砂1λ'工ちと草干支J::Jit.rrE:えて 1¥た事長があヲ匠めかと，、うか，必乎しt判l

f~ t L Q..ぐ忌ヲてく~..上9亡リフ lユぁ~ 1¥1二).， く私フのとフざめt止ま7)'1!t主

のか乞ιれo<な否。

工l

1・

Ji:長田 敏八(-i'j地盟二r.IO
TOSlIIYA FUJITA 

1I!(f1l 7 I1・干IJ!下・I'Jj('I:~ It. 

II :~ fll ~OII'- II iliに入11:L. .121!'-に rJHd，11・.cgの，'1'，の
叫ぴJ で目立ffとしてナ'ヒュー.:1:な官，ffll'，'，'oIi r 1i' l~ 

f111ロック・ ワイル ドジャンポノ八JJの出れた砂Jr，}j:ぃ

.r.~注げた Jr;Ji:ちょうちんJru.JD~! l l l il: j: 十tJHI'， ;~í

原田 芳雄 ('1'砂年し)
YOSIllO l/ARAD_-1 

ßN ffl l fií r=. ~ ~(~; '~ ~L \'.( I }( ' I .: ~ tlo 

同 (\: /1‘ ÛI}( l iJr{--i~ てI!日 fll. I :11 1'- Cji.i刊の:!I‘がIllJλ るJて

デビュー。 ! な :1~ ~\id ~ ; " IIII : .t r Ji.;1!.のメ ロディ-Jr ~~ úi 

人i'p."'1'1'の i: ~i' ~" I ":" ; l ~鋭い f:Jr ;Jr. l ・.r.~逃 1ft:Jr屯

応D r.".fX: J r絞りの市f~fi J rや さ 〈・ れ庁 rPJ~J

被にして ， Jî~ C'るところ之て7a1、， くヌネ〉と回じド 1''J毘宅壱であり _dくか

らのつきあ I¥むの?でかご. 主踊rにそっかすら円生寺国立主主主現の」ニきあ ~ð 二んむ

t く拡>の誌 1¥e断わって. いヲ~放)QO) 一人旅の 1金t\2きあったの R、，

モmにして t， く私〉之中1i'かとの間病之 I，うのは，tゆき!芯s-1¥ 7三、3うず?

く私)>1手仕方主主〈鼻息(o旅朽に也た壱のの-r.r....¥1::'、、7tn&¥， S t!:られ五.rうに，ー

の足量P志混辺〈三こヤ『て来之しまヮたの?でから 3 たし刀、 に 2 人 Iユ回定~~三広めさ、

あZうし.周 c伸、主警吉という二乙で、f工事のとのつ泊か・りとあるのR3う。互

いに陣、ニのー姐定で"t:. あ 3 。が，を~J'\.た・けきあヨウ1)'、 T く私>~中砂どの勢ηぐ

りには， 二戸!}1まi1に音信Gt討マTd-J亡おハホ・・9~o 忍ゼ、く弘';>/，手この壊を昆才色τzこ

とか・・5王手;二 ごめ号にひか H1つづ‘l寸で/1るめた、芸う7>'? 

をj，j¥.J孔中砂之く元> L 7k'， ~うと=ちのこ主事 ( Doftel ge{ng.ぐりさTあ Zが

らl二，尽7，)、語、ら 1d-1¥o む3ん ， 12ん危泡B用か LJd'.色志のち・こに壱事 1、て 7主ハ，

片凶と7‘モラ考z:~ ~こ， お 111こLtL丈 1¥ )二tt属か・あう o をつにっちが‘1¥お 1¥ • と吉川Iこ

村夜託制1な GI(y.' l'くら tみつけたすことか「ききる。ます、事11二， β、たリ-t-t:三方呪

文撃かど耳~l'q p-、という j;¥'， ド‘イ、ツ立嘗こを，二百工自 I}..設の本場7芯めだ.. (わたし

IJ.味周知の認すt、芯， H.v， Ho千mo.linsthaI の Doppel~ g， n~er むの芝琵ん足、あ底、ス宅

ぁ?o) 主党品聞にo等nfl疋1ス♂頻広すきか‘う こけ1こを没者ととりちがえの現訴え・言、

工2



7怠〈てたLん之し CIう。を1-1¥ヒ，中石ltの， メブ 4 文トフヱしス 1;;:":'1) の黒浪東芝こ面

力、・3丸。今度に/ユ， く私〉の京父、めた 5九文:t.W，Jfp圧された攻撃 't主白~}篭去して1\:;
7fず占ーlV

かのようだ。 く私〉め、夏の全~1ゑ o /:1111少という形身長 lユ， く弘〉との芙@J良，く

ヨム〉との苛反I賓と，ヨ 1)¥1 ¥に令時否ゴ三'" 1'R J三~tn.ら左希且J.-i.三九円、三千1'1.文与的広

操作によって主除、さ I-l'¥，てい五の官。ちう広1{¥l:l・;く私〉の膨 ，1:;しく l立J1J¥造変
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者が=主昏のぷうf:J.P-!J怖にあち之主I-l¥はうま手、をの形$to>表層 1::，ちょうむ Z

つの盗容易tJ."tr 右 2三百九州二 /γ 三二 9~ ょう Td-.. 貝や吉， ，普及工員か・・~っかリ. さらに

をの深原l二. 間壱の巴~\ ~三熟知!亡予五ょう怠実佐酌広田一柱 1l" み E乙められちは

ず・否~ 30 

思ほ、「山砲の方の名場手め t広-'(⑪〉で‘ あ玉。 r あんまリ取!Jを~し Zj ι@)) 

11，るから EこI:FEi炉に包p!1'~'、取わl.r\，手荒川住晶、に与を 1~也広がら ë ， Iト稲めよう
工8
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な r(回色〉玄者 Eこ lみ lli -l(@)う.~ち 1 ¥ 1ユって抜ら芯 1¥ 0 t;う一方の J/、稲I"J.， 

JI、さい頃から涼)111之出て苦労した，取与の立である。 79<:のφ多砲を刀、 L¥ぐぐ、っ

たのち， いままた中砂lてJ忽江らlハて恨み広刀どら t粒/.11.るこどか‘きさ 1三ハ一一一

こうした表面 8~ 言主要 l手 . Lかし ごの乏つの形呆か;‘互い lて租喪限るヒいう二

~ 1::.) ¥み ι7J:.1¥aむし'3. Vlf.Ai.否 11-.問者協 11.! ゴ 7アち区刃\17->'っか広 1\ J'd.~、き

あ~. 芝の日霊昧ロ sa珪.呂、二百三 I~ 芯しの聖 It:1.，かす刀、 l亡尺たえら 11¥.た拘執忠、

にいた五まで、。あまフ主文，‘この同百 1'J.結末にいたってひとつの協金二fて克合

す否古口どであ~ (第 3稿 S86)o ';B、三らくを[，1¥はく私>の浪;明 Lた怠部l‘のなか

で生c.，~ .Jt古践の桧羽な のちあろうか\ 2人の人物 1:J.ごとによる乙巳にか回ーの

実拡 E実有すzくたと九股霊的芯〉荏正否 !d.lユいのか，と註11'f1;.'孝之たぐむっ

たと Lてら，初、買のなIl~乙二ろだ。

1I、~tλ自呈料配互でI:p砂 Eこぐすム>の甫l に/~ 0' めてを~Ë みせたあの日}:t， sちのl主

骸;E)英1まさ骨にしての帰リむあった。 1ト稲の誌は，人妻 l二 ~ll\ て捨てらL!L ~ 

毒息殺したのちある。骨壷の b万、で、.5.ピη、骨片iJ¥和のよう己居人めジ EこLた

紅み E帯。、たという 1";v.f，の話に，印石!少lみ毘憶なまさにむきつけられz。実向17¥

らの定之さでもあったの下芝、三うか.中青少(;J.z，故Ii、羽むを， tfrae担め立わししゃ

ぶDっくす 4 うに，愛してやま忘ぐな玉。

国1'1.こうした経緯ε知る由 8 b.い山つうのなであるのに いつめまにか豆'1.主

f 1， u・ 1ユ U め ~o tp砂 m宮守申、 く私>σ1来軌を P鞍知'して2在、中のさLaでi且

えに払ていた.!J. 臼E閣の叩砂宅め琶かでく私〉にI;tヰ:ι芯現体liC草在主 Yこ!J， 自の

のこ EこをA臥旬、t:;しれぬと政 1\てみたリ。二の嬰 ;fj;:.ゴ I J.. . 胞かすE人でのちも.~

1見の豊喜令後よ君主いの J)、稲・八と、出たたむ，if2;.移してゆく。盛ろ1;J-，寝入zとうな

されて. 'iL壱 1見a>'lこさ託!こわかI.J'¥.た 1;;"亨1・(7lt宇石少と=之 1:1:'E 走わ布、~ 1¥ク超負L

芭志。て"~ <> JI、沼KI/J¥ 芝o ~ ti己乏JZIi.df階、I¥てl孔 〈私〉の Z二三八日暮l1'¥.之、、

き.足僚ど flfj 今てくz.~う j三 là~D

さてをこで，国ト稲ー盟主主~iIT.して . その背後 l三， あ~ ~ r昆性'の史怯

のJう?と主とのを想定す三のホ‘自主lであ五のだ、ろうか? むちんこJl"¥.1ユ，因需主的r

やオカルト限l亙1の君主苓闘志やジ口である。=の日史l!!!JC 1¥ゴコーか王子乞をのように

み五とす¥.1¥)J.".重T告己栴取とた主ゥて t三Fたして綜哉と lユた工リ之危 |¥o fJ..也、芭ら，

ミどのようa庖住の Eの左想定すz二をこを許すよう'fj./ユゥヨリヒした巴匹 t:，-
19 

の陀品の日史f史 I'J わ U\- わ ~tしに事足慌し 1ユ 1\ 11、ちであ ~o 畳性や，超負ξ \V.関係の安

和 lユ， をの 3人 lユゆりさ、主主く. 1也の移民にとっミ!~っさ・・ と転手名レ之ゆさ. 淀して

特定の見回!亡 l手収まら G.l¥<>あ芸部分 jユ〈私〉の幻立・主想の産切であちう。

ま壬~I\めある主β47Jユ. 1協伐の栴会であzかεしれ芯 1¥l. tff.かの儲古しの断為さ:

あ~かちしれぬ。 しかし‘二 Yこの全常免Id-.. 古庄1::~こって bネ小聞のま~r-問、 ゴ lれ

ている。 限震のかt ミ予、た、す帥~，暗:の出来 lユ 決して℃‘こに主主主的主主氏庶 Ef!l，ミ

5.1 ¥ ょう j二箆主に 1守B~ :rm て 1\ ~めで、ある o

国. I ト~.些~-一ーこれらの形象/;1.， 1¥ちる‘ク. <私〉の生温固に釘す 3i哀史話

Zした'畏早， 1::帯広、し 21::>り， モうひ之リのな町主回きに対表芝山て 1¥ち世

界と対江している。

対4

事・悶号 ~Iユ，芝、‘のようだL形象芯あ予うか? を肌 jユ. f也め人物からの取~
で守、〉・ 7がγJレ

さl示志 1、D L力、 ι L¥.:t 11ft.の et'j主である、つ立り 目付の風色からの~~芯の

をあ 3.'

回吾の主要 Lて I¥ ~趣味のよ I ¥衣裳毘った注リの住宅，法I役立川た制7友，

ふんだんな剥m.の設マ J:J-. く私〉の監守支の付簡である。彼0:ごを jユa.:!しく，

く私〉の包三品の肉史をあzめだーした7玉、です良企lま断仁、で 住宅洛守してい

広汁同¥.J工 b ら厄い。<払〉か~'dt.之二人でい ZφJd~ ， 正わちからもエ7色がら t 稀苦&

立lnた， 7f7 R 的広.%~こ空め白 Wn 人守多きある。

国寺1d-， 食会史Eこ性徴とかt互抱的であ 3 亡 Eこを示す o 芝山ち瓜、穏なの部品で、

あるか、ら o ひと荊t~ ¥の者究室lユ.p詩型立¥.K. 互いに詰t:ill1.U1. 並PlI芝汎，芝山1こ

か±わしI¥f主大宅、いす't.l'¥.ち托定立川¥.l主け月℃ぱD.ら己I¥D l J.. llßÐ 些与~~をふみ

いUl~二、こめ 1立1\青此郎之 r:r.， そのよう息吹笠根本攻、の梧みが尽のた。く私〉ほ

欲望の微羽曳きを目号す 30 し刀、 1;;，役笠得袖之 L ての国号 j手，ま~â 亨をの曳

主主、の度合芝蕗めていくらしい。千度合ほろ fさえに~立 ~I\ で 1\ 危 1\ ili'. 芝町周〈記〉

の生活 cち九格的不毛主主n哲示す ~o 債なめ了レ)J-，守」也監 l手企::þ刀、E>消?岡崎L. Z

しd-う 1，..... J索現に釘す~ ~三史的る畏牙口(J.持病・酌 E 関知に Eこってかわら白1たらし

¥ ¥ D ( 能 積め変化Id... 中。|か Eこの-g({直めまiEL. e'乞あ zの7芝、1"、: モクだ‘て lZ"F ， 

〈払~)こ cJ ゥ 'Z I::J. 活足::t1:!:ら l.jl t立が弓 T三宮ぞ笠移材、7J¥'M回矧た作動7す芸ように応ヲ
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た， とl、フだ「アC:::"， 回ο二Eこだ‘ろう。周吾の示す食欲Jj.... 首たさw¥7互い住者交の

竹'ii?l(2'あ3と彦九てと J，1'.，.) 

食右史乙性欲とめ置在については， 今くめ伏線か，'%zら川1て 1\た。科~m: "(子陪芝

写生1¥た守キミ la，rE胞を持ちずえって，時tr高-c;;、義たきりの亭主と回会しな17ぐら

己移しに~l.I'¥芝与乞三の官、之ハフ o そのあとく弘>rJ... tt'すか之!ト事81ア.口づl寸す

吾とご三芭盗み見た之さ . 1ト稲の胞が‘申砂!亡rrJ!，.， ¥とられsのEみ玉手うに見、う a

~た. 1'¥布E病人で芳くらく入院している，国芸 φ杭.fJ:')7-吾lユ. 見寵， ¥の7三&"こ，

〈弘〉のために国予|三t肉絡でヤ刺に略してd:>l' 'f-:.. ?という，鱈のろ(!)のこと

'E.f散りかえすo

主る在禾・妙手のうわ亡、と Jd-..む z んく私〉の抑圧さ臥た史枕#'tr取~めミミ白君、あ

る o ヨくらく哩病人吉、，いるめは.q少喜ではなく、 l手沙，¥"fcJ..らぬをの!t!i-笠であ三。

この抑圧さ"'1.た高 J-;J.. く危〉炉、さしあたり且出にして 1¥五千仔畏的-a1t(笠手集積=

主'闘争之 I:J.sIIの私費E八三こ， ず1-1'¥三んきいか胤1:1'、広ら7a7デゥF:.0 ~わさ:'rJ. をの 1 ¥ 

Ji. C'. 周3-からつくろれた転写 1とrし1寒川、R侠宣穂織であ 30 f度合自窃臥予

lユヤ旬ちのをt歓し芯 l'D 

古1か毛はく兎〉のき三活困!之島す 3λmの臥~.、、で、あ 3 。 しかし，舟Eえと鴨志立さ

れ，入校乏続けてい zうちに. tユ五 γ、に酒徒主Þ^~こ移行して L ~ ~I. く克'7の

有i7Ef.ゴ Lれた庖モ行主しう豆略義三こロヲたid-"かりか，豊o-'l.回 C君L狙の超能主e

~~tlJl-す z 。跡きは.叩砂と回~の~昆1:::.7:7霞5t~J) :::の預皐=察知の従111手，

く私>'l:こ名E主立取、平成、との伺和祈‘-t>1]¥"Z*長官二するであろうこ Yこを. ひをかl二世門、で

いるのた、o

Fぜから妙d-'t.いうm多宏之折、主要言、あるのは， ーく払〉の主主活毘に対する現~、 Eこし

た果茅}..~あ~'l:こ日えていた諸鴨署泣か\ く払〉の7即1にとめ"2:"t主くi時間してく豆、

E二¥，ヲた~格的事弘の集/~交正こ 7忌リラ~1:江置にあ~か与、 7与の-r::ある o 一方ちた

しかに，妙吾臥国与の抹否あリ，同c原理lミ 7昆して¥¥三。国各 l引虫色の転%<:-、

あり.か炉吾/d.~ 3-のE忌写さ、あ3の下さから唱 を1-11.~匂え. 1度なも l三をの::<t守主lて'IItっ

て伎をのちくのた‘くm.3稿 S20. S6ßB).. 伎と I'ð-， 丸与的芯転写のメプ7 三フミトム~、

広〈て，イ巧であ三うか? をして， 自分的実徳に?拘及す五?とめに全:~~dt- 芯けlrt.

lJ-"巴ら広))ち在宣之 Id--_ ξlユヤ闘か原型で、飼17"主主写言、ぁ 317''l二いク zう広区別

が，， \みを'K ll r-.得税約也界の f主人 o あミ~ <> tJ-'. 享たをの長う-~さは?とし71'

に，砂告はfl果、のモのたちに遥Cている。妙&臥芝の会7甘えと予知の超音モe. 壁ー

ミトら畏尽のさの 1三も 17、らと).~つ 1\ ('，、 1，るかにみえd.o :!らに，国ろの祇・ {p炉ι

/-;f-.. Iト稲の毒死 L r.:.嘉吉こちょうと夜対称の也涯にい~， L e ~えらl.I\. ~わけ?と二

'tï~J11J(さがさヨ、 z. あちぶうに， t也の括責t-~主隠してい玉。怜ヤ葉東芝Lt\，自民

によってた五三角関係， 件やラ仁Eまの，痛手とによヲて但玄三白関係<'#'d--く私

〉ー周る }o 11 さにしてを~ <弘>の名 r.1ft=均 J のー宰を Zゥて(=乾$し

て). t中音o)r1.〆今右 l-r-'t;のちおタ 1三。(ついで‘ lこ喜え I:J:シ k存在ケEこ41ケ吾と万回，

与が'JI.';(Z I ¥ fj.1 ¥二 Lr: t:s. l' .，) こうしてく克己〉の Lちぬとこ 3ち， ふたつめ表

定が忠直して l'く。 く克己'/I志ご¥.1'らの里蛮 l亡J， ? Z. 回統ゴ¥.1'¥('1¥く。

@ 

11国の監手王立 U1.た知'I生きあ否〈私〉かt， あえてをの常態 E)~ο ょうと-;tr\.はい

文状況とほFu:"¥他三似た主活聞の芯かちの柱酌力号の均衡に，芝山芝曳現す 3し

2工 22
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刀、芯 l¥ Iユ子、で(:y);5 0 ~ Lll. ゆえ， <私〉の知の>i):否しl二):. く払〉の営むヨ三;百回のう

ちさ・の‘ Ij主的力きめず拘脅il'.して， 事"QiD "G t'o illi主習のかたら0'、，現わ1.11.てこ

去、るをえない。

く私〉之.をの二重息きあ否中砂，さらに〈弘〉の仁現安の).?&-・尼i玉工，

中署.7(7) (実主の〉乏・図 =1ト有~. これら形桑の今fFd杉山， く私〉のたうI¥j匂?を1

の象官』久である。 1f足ヲて， く私〉の知的 I正法苔しlユ 性白力ぎによ.， z:百二られ~~

告111与の出1蔑之して，表象さ机lユじめる。 2組の泉庭7J'.‘あ吉のにしたがって.事ず

孟 Pl\1~ミr;J.'}主にユ‘台い 1白かれよう 一一一く弘> ~mL く弘>'t;ffií， !:t'砂ヒ岡与，

Eこれう〉黒会に.これらにさらに. く地'7~こQlt;>吾との関係 E 、芦口えること E0'~ 

否。ニレれらのむかさをつと Eく弘>12苦しめるこ之にu.;;sの I"J... 砂ろの幻視l二

Jヲでく私〉た告げられ玉. !:):1石少と周吾 Zの忠直(の底惑〉尽のであるが・¥モ

U¥ I手く弘〉のおかき.宇史主吉、組、Jct力、リポ直究11Iミ J~喝され Z い苔こてモ訴あって

'い手。上にのバたようなι温の多角形/:::J，、
Llてlユ， く芳ム 7JJ:.当然、 河口言 Z宇夜患のす文I)

の栓に主Lたt られ五わけであり. 7.忌あ、刀、フ

く払>の問主の富合の方かt・Id=-~ 11、に丈ヨ I¥ 

/;1，すい阜めだ o 1J， /こ L~く私 >1三 I~工， 堕予かず

白令の芸否問1¥日 1¥う薄らかた黒川 ¥ 

い官、く~Z:;に現主白 EL ， e息に負え'か‘あ

るぐ・ら l'官、から p しかしを胤fJ:. c ¥(¥ ~責

め~ 1¥1きも罪責磁の六八 1;1.白 1¥てゆかす，

毘f):布¥C:でもあるかのよう危，果責7主L志穂

1守二為官験のち八三派れてい弓てしまう。思

惨i

うに，このようと主成色に暴君陸左苔人でゆくために I弘前人的るく性的〉問f誌

kかかわz自己倫理か、働かねほ・7J-らお 1¥のに. く私 >lこく弘〉の知性に lユをの
よう b契夜、がzうたく『だけで1¥;;'のさある。 く私〉の私立王寺祖11-'・2去っ!ポち被E

Jilt Io-"かりを煽りたて五の j手. 主主 ~I， i};"く払>の生活風め全面的怠聖一変と・忠告¥W¥.の

徴イ長!こ芯ヲているからに. はかなら尽 l'# 

現史巴県1::H}Jゎ三ラ之亨るく私>c7) ~ロゅ芭みの内定 Iユのよう E関係苓E

l'"d'力、リによって凸めら庁、てし Eにう。 く事 >1手どをu、にとうま寸如す玉三ヒε芯‘王手L

そのよフてきたる液，~にさかの 1ま z 之)\うこ Z ちでき a 1¥の(.'.， z ¥.(¥ I ;J. 主~"fiな
のたい。?と、11-らごの仕的刀さとの主わむれち角都 I~. <:払う〉の生活恩のクトに. ，1，た

たrr-"を の花%ゴU'¥F-i原E佑段、ことにむ:L，蓋Eの門向け三人組の -ff.，.，..， ，そ¥.11
<'S) 

であz 。

中石Il>と偲 c ロfZ ベ‘、 1 ト棺\"é区取八.，tんた‘あのえ辰之~'. く志>らは罰-Ij1ケti:"5gの

す永玄人のーす守をみた。見定の‘主宇品の事く=麗末 l見〉モこをの活毒， 在1¥5t ~ c7) 

3人lユ， g琶のrc¥何 l寸乏し1立が、ら.回句をの±てフ5モ辺Lっているという o しかし

むうヤら，苔事ピ志 1\ 弗 ~Y. t手0-きかかフているらし 1\0 ご二に拍17、l-t\~理主

l惜のいて父づ志三角形l王子本来〈弘'/rr:喋1日未左t;た広 liH¥.ほ'志ら7三1¥'1孟質め老の

で:あ ~o しかしこの噴ロネ~， <込〉から即砂八工転写してし立 1¥，"1'岳が7芥わ守

てこのー朽の有<支を見高 f寸に 1¥<:。

~) ごのìf~~己l芯さらにをの昆喝をあ否 Yこころの. .;.秩 3ノえからな~ l二千ピゴ'-e:'， 

、 本 . の形象E7む U@)。
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後ら 3人Id-. 芯r昔呂志のちあろうか?

策 ιrJ.， 1>、のれの紋望にめしいて 1¥;iので、

ぁz。たか l¥ 1亡~~ <:、 1)色 11，殺り色うし

か生王志すベ“がT;}.I\というのに，阻悔の~

の尽かむ竹島 1\ 左手書 9~ 二 Z がきゴ 1忌\\の

さあるからペ ぁ 3 い 1~1陪ら lユ，亨でに品

歯に対苦五懲罰c.下さ¥1'¥之 l、zのかちし
m d'J...し η、しをうた‘ Yこして-t，をの=ヒ1-;;'

く弘〉のf;J.."þ~r.: 1¥ささかの苛震の急:E:d u." 

芝草し七しない。す主とあ~ 1¥1容積らの菖

目Id.. く私〉め知性の主良厚肉更を，形身ι

1cLて 1¥~のかち L れ件。喰ら ICJ."畏形(ð.Qb r必巳〉のをのたぢであ 1) ・変形

L. ¥ ，うか?とちぎの施耳を桔ゥたちの. く私〉の佳もぜ束力、ら J手口放-:rl.l1..放逐

J 寸
Jmベ
プィ
A
司

汁

さ¥.rlEそ三 Fウ， C'あ言。 く弘〉の句性l"dよ， このことかみて'l:川'\~尽l:'臣の勿71子炉注

ちのさ・あリ. をのため亡く弘〉尽く払〉め主m固からおわ1.1'¥τ. 寝ちめ予111-:::加
えらズしるのがeしれ隠れ。

守主ち 3)くの宿舎z、ぁ"!>1i目的解T，PCI;J... このぶうに奉安的 (do~re\sìYmìd ) e・ぁ

リラ三。く私>1手=の多安牲のまう乙にす守んで1しまうの"R'17¥'， かわって甲砂Llh

稲とか，ニ仇l亡 2裁の露決E'dtとめKc)ト酒の包え否消息にと~~工 r あの人

(6) 菖目/;;、いまわ肌わIHの路刊にこを.いたわ玉川ミき弱者のしるしであ五lす/..11.

むt.."2}H.に定立つ末¥¥砕1聞にあ?でl手，むし 3事f政芯1¥1包穫とI如実の対表で

あ!JZた。
めしひ めtひ

「彼らE捨ておl寸，首人E苛ちi亨吾首人rJ，り.i主人-eL五人を三子ちItt l:l"， 

二人工も吹に洛ちん oJ<.マタイ1'z.'事15奇14協〉
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¥.ltわn'¥1ホスリコート?ル宿1く「抗人のE九九.l (寸il:-"り国主長i1牧島〉に目乏由片3

、々吉足、言う。予定ち引を思す1言ノ止の一角IJ，~念堂の前i をあらぬちに付ヨl!éで‘L

畏よ，い手しt史遣の克人j三洋哀琶E:r吉之たまヨ盟主品の)]AIこ広a:ぅて抱庁てし

ゑったで‘!手志1¥か. 風、

たち、三人志、ヲミlJJ半に忍りました。 -----1ヱ/sT.忌刀、ヲ?と λをす.をうし厄くては主主

きていけ 1立がァた人ぜし・ー・ー J (@).ごレjlo 1¥かにE;肉、土まQ....ひZつの結決，

~あ~.. をこに. 性的力態の ì~うぬのなかE:~三ミ?の τ(~ 'l:こ"う， く私〉めあ~lïT

?と~/I主 11'・ ・ 7口笈さ\.1\て f\ 三。 L. か L をめま思会に 1& ， く私〉の生活め問主 l志)\ホ芯~

tのr.fd..り l立て Eのか o く払>fd.自令のおE自宅廻のを喪主7三しかめ三す八、、をt
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のIユヌ?とん芯主包向な項目-t'，みっかりをうた怠 1¥...主政治主障さあ ~o ごの

主主く弘〉乞〈私〉を Yこり 2王<JW界 Eこl'd， 実包 fラ芯しに租互に耳'l，~をくりつがえ

して)'~生直志詰形象の沼~のだo dJ'ひいた花、し¥¥ ~摘、弓の浸?問。これか.. <私
ヲミコち'71レ

〉之 1¥う知のJ尻怒八の， ち苧 Yこち正当芯報部1¥で‘あろう。
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mた後， 長 1¥杯 etフヲて互 1¥0) R晶子ミめが汁‘才了ち志、 39。 ち見包連の一辱!広志乱， 巷 l川1 

早軒寺の tうむ弓た、しに芯今たE蹟責
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甲石itGろ日卑 Lたていうこの倍末}，久 ある 1¥ 1志ヰlUI炉の忠自主回忌つぐリ詰怠のか

ちし才¥-7.J-I¥" と1¥うふリ，そうにちが 1¥t江1¥σJ。 を肌で‘苦， ごの結末の J， J-tす
る百二こ 3Iユ. 11[ì 白z;..・あ~~中砂の告げ Z いるの /d--. 包こぎの芯:るための釘l芳包lま

1ユ〈て，位殿17きの寺てI匂笥 と生活図の尚主主にf定抗に均史1す三仕方，す危わち.

叙習の混万本言、あ三肉 g=をげ落どして. 骨に詐r す三ユきの対土工問m~を設定す三

ことをあラ Tミュ。千百ミにd:Itl/'d". 3 人さ、ちた6.iif;と ê~ -I.犬、ご'L ~ ~'、士'â 1J.治主?予ミ l二~ r.思決

否七飼Q-=f; 7主く. むし 3沖合 fこ鴻えしてし手ゥたつ耳 P"d: 1¥ d-うおなの.y.n:;:;;G.のき

あ三。 m 芝会う Eめに l込~-Zま暮t7nr\. ~ . d. t=-- ， 骨のJ:うに夜いほ下、であ~" 'tLt¥ 

I"d. JJ. :1'" ~フた同L.血 lご ã--:J.I. U1. 議さくかか・ヤ¥¥Z"  3にちが"1¥ G. 1 ¥一一一

二う走之 7三中石少ι. "4:;/立ヤ l トヨ函の史T 支に従っ 2~三ヨのむ‘吉之1\う企1ぞ Ic主主主か

ったd をLれゆえ中石l炉I"d-. rcにあ、 Eもく。 く見〉の半与さ、あ三中石ゅのこの福科fd..，

あ写のく私〉の客で‘ f三あ玉。中古川ユ事I:::'5っさを~h. E 7F-した。 しかしく弘 )1手

Eお'f;. をの=~ /こ毘づ、がG.I¥o 豊吾1]1"つ1¥に芝山E く芳ム>1三也庁、玉 gで。

e 

中宮クかご固軌した骨~ /-;).... 1註17ヨフたのだきうが? を汎 lユ Ð~昧志向のをの下

Lマ) 即砂の語呂この佑末lユ，史)手，華街花1の廷かにはまったく再在l..C 1¥ til ¥ D 

事 ~1高の段階に怠ヲて fd. C' めて，寄入立!(\た主のであ~.:>在'Lt.之こめ弓/ーγ

広，フ苛‘のぷう j之f孟フ 21、た:
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匡が"9こし波み1}'H~ • 

払 しかし・会し1¥11示。……

にあってその窓き E 支えていち l手亨‘ ω 史食品 、 であ ~o
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毛しく私>2::.中古少に~の安息詰否 E のがふあ~'(アヲ 1.\¥ /'j.:'，モ¥.(¥か租忠弘Z予の

であ~kJ..す;.1;;怠1¥ ð 之人!ユニt/:I~であ 3 の 7ぞから o をこで， 印:v-タi1"支 l三豆、に，

をの'青交官官旬、川町， 芝川 J:).当担〈払〉の乞のであり， ヨ“ゃく I亡く払コァ1(¥、'0'1仁l!dほ?

をの脅 I~ tt苔ゅのとのきあ三 ， L 1¥う控極力ぜたりたつで‘あちそ')0 申百少はごめ d:う

に主>kし之たやす-ら怠 1¥" <耳ムツ l"d この室、 計怠弓I しí.I~ピヒ Z どう7J:.' ，検め気温に

押立れて的疋ゴ t ら ~Itてし立つ。 見l亡事ヒん担、右の散骨左話可乙 l亡予夫、ヮ?三毛1:1-'手に

入I.l'¥て， 三子針lてヨテく， と 1¥:>約東芝ざ、巧言。 とこ 3 ~， 隻支こに死ぬのか抗:均p'r芝き予庖1¥1 

‘d 、わlげすtか外〆，ある R、豆うか? 静~1Æ.さ怒t あ 5 己J:リ l広手転号さあ苔干 E畏L の思う f舟E示‘、工主に初凧ミ、:ぴ;:γ

う丞5 の -lJ抗可、註(~ c-のの定石芯あ否のだかちo 芝ころ 1か亦がF戸.，....ρ 叩石砂少p.

のlに亡 く私>1広玄ごの豹東r.ff医主行E芯7z‘き王E主t払λラたo 旅文で芯、急石死とした句申ヨ石砂}少炉の謹骸l叫手下浸莞

刀、 Il\. てし~'"て，閉め変哲 e ies: "菅置の芯かの督時~ f'J.って Lユ 1¥ く私'>I:J: 

芝 Lれを司見くご~をさき 1à " " く為〉は困惑めうちに之りめこ芝山る。

~えとみ!1\.rユペ叩百少王乙く払>'のこうした笥併存約束之 I\う診のt:.~~.契約

の手続にしかEって l、巳 l、，闘との契約同省モむあるの/o--， Z t;， "z. -:t. ，契約

l二ょっ Z 捷ツわたす八、・き生サミ卒、こ L ての7f/G.jJ.妻、か'r~ f.iす ~tトちであ苔. いったん有
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倫理と E固く結む、つけ C I\~ 限リにあ竹て， で‘ あ ~o L.二 3t氏、く1みて;>I""J--， あり

eし1手1¥史空母=督 E めぐ、って， く弘〉の半現とのあ l、だに.TIJ美尚ia-'!乙リ芝め

を灸わしたにすき‘吉弘1¥ D 芝1-1¥Iユ，いヲ之さの実包括 1て芯リこをヲ¥.1'. I歩心、め 11、ら
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邑呈-;:!芭 5二Yこか‘あるた、ろう 7?? =のようにとめむな1¥切の?震2し百二'L..1;; r=... 
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2ド

こうしてむこまで告つプいてゆ<く私〉の拡散を~、ちて:' ~さのかえ‘， r 9E.'の有

名~，ある。花 l玄， I 可た~'(.こ 3 0-~'lこをす者ちうけてðJ'り. ().ヒ J:J.Iふとしたこ乙

からをのなかに墜ぢこんでゆく。国t;.申砂4ラ，均少さr't三，…..0 v-"3んど私>

~， ¥ ¥っかlユをうして減b.'てゆくのたo 理由の芯 1，9"L"死こを Id-.， みず・，tJ'らイ珂

るのE.c定立す玉三工め"{;J二1¥知， 1旋，.g:fの知か，か言う Uてみとめ三二之のきき

るたた、弘之つめ否定去の児倍、阜のだ。

映畠のl会 Uめのほうき広鼠nz.'T1Sにかく mて1¥た玩， ~ ~ l' 目指~ ¥ ¥う続慢
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品1*の4少吾 .一..)かに半 1"d.'Eす乏がたaた Dから， 是:涯にあたり主す正圧し IJ;じ、
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i君、えさc.]'.j. 1 ¥名のもとにあ dく弘>1手， をう l7三宮色を沼むこ℃のささ ~I' ま
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いて 1¥3.0 .J¥Oヲヰロ・中・ γラγ一千自ら 3主義す豆町νィプイ7こんワ寸吃やシ"の
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3 うと町三1 耳をた之 ~o lか乙， こ)，!l以ょに靖稽主主 c主た恋しむ N ミt鑑桟I実あ

る尺、主うか? 街びて二三 lま・の)胃、泉ざあ~)手干の、知の営みか七かりをめにち，

宮守人J否ごて Id"のて如位、E、 '1乎こかちかの E令 E第1;;のぞむ負担芯容も洩

とてd-It!玉之((f..p

く私)>'t.中1i'""l. f7i・・耳1::11頃汁 3問題め昔盗品， あ三むへ可乙つの告主の ~敢にn タで
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Lヨ才ド・
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30 



怠主主とさり、、ームの析IL"E教えたの否"Ji)~ (円。 ちっときく私〉は‘当切刷1芭げIT'ずl'

ムz‘z易I)~と t在E ‘ 自今の屈の営ðt~ 支 B促す五号1\ 1主である℃乞歪けとらす、に.たん

ro.~ むとつの従ときとして聴いてしまヲたのだ、が。

サヲサ一三子の昔包と J'J-， i河 -Z:'・3るそ5うか? 苛守， ~ cr>形:1丈刀、ち 'Jt~ ぺいさ尽のた、

ろう。を Iltl乱周侃か長申 J~ 八ともかう J う lて gt(1く 1 箇の枚、和装毘 .1J. てつめ
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しユう， というぷう品市古耳こか‘走えられていたらしい o 荷主回Z-fZl¥の古正色(Ji' tl 引~iQ"1J 

玄官t.lJZs-Z: 6もりによ V!¥.IJ:" 1とし丹、にをうであ ・フ/=:0 の結末の卸価について

l手，そ¥.1¥1ぷ止に存に乞切$こ主こか i予言語刊のす. :t宜沼11のしJ.'うち 7妄 I1o Lかし

事実'z:lてく私〉が亭訳R してレユ》. という良安的色ラ又トか枕われ1ξ せ"
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tあ3う7.、二の 70ヲシ乞間一ら if¥.-7J.'0'フた

現有のラ之ト J;L ::のように， ~ IT.の也折左経て吉正ちのである。このエシ

ヂベシがき尽.旬か、むのようにをわゥr-~.あちう 7少?

Z 手最τ注目で lれ 5の lユ，聖';''2:く弘>~の問 1石 Z‘ あ三。昔前務での!日ラ又

ドにあ、"て fユ を ~尽く私〉に t おt，( j 人 J L U勾ぴかJic' 1¥59 ごtr¥Jユ壁一

ろか・息づ与の~マ瓜G.I\か Z す三色島、 1"" ‘堕ろの fEJJI にltZ写之tr1.控き白与のロプナ

ち也 3::"l:乙IJ.:・と L でく弘>1，川喜"τ し立うe.1 ¥う百即時的主主料情ゴて患の表:兎にむ

づて 1¥:;S， とひとます7・たえられる<>u-L.つの関係主主砲の史絡さ‘める(:: u'¥に

政瓦tJ.'つけ加わる ref.0 ， スリラー仕立 z の風味'e7<、 し〉ド、~ U¥ ~にちがいG. I ¥ 

0) Z: 1Ji.に片して. 写 2稿芳三浦 !こみえ zょう芯ラスト Z‘1:1.. 墜さ子とく~>

Eめぐる関係主却の専花 lユ， "9っかリ hf:t;sして L.lう。豊喜尽‘申石少の二と E

トd)'・欠さん.1 ~ 1¥1¥. <ヌム〉のごと'E. tあ、Uゴん J e.いラ Z11 ~わ rt12‘。二め

よう E性.ß勺カ営の 7勾市\1孔む E ん〈弘〉の菅のであ ~Iユ可:・ -t l主 い，塁手広 t三 I:J.

Tフ司王宅E.fr C:' J:l志<:， 1 rmの~~主é~â 屯 E 吉. 中石少の千n~人之仁 Z 1.5、z三主ヲて H
~o あきら功、に， く私〉のしら芯ti¥ヲたたうひ1':つの校時あるl!!:県か二 "&延し

ている申

?即?屯ヒ丈住吉しの沼7〆-tJT E: &1主I1して1¥くか「てみえたかっさめ結末のかわっr.::，

二こさ、 j広相対主す~ふたつの京1予の並台関1lþ合・提示古川 Z い3É> o く私〉め"

五法問lユ，をの片包11，このぜめ正誌の β1ちたあ 1)， 主う侍f里HハI急事人 Zのとこ

。α0) 津市稿1のラストくJi!P与の rJ，'丈芝ん J) è.ここにいうラスト(ì~阜τ、周三民)

とのむちらか・昆1¥段階め賭事ざあったのか 1"4-， σつIJ.1;;うひZつ広唱すり 1"f;r， 

1)・車泉氏のl手うかあZであ三うどいうのt;;)..， -1包の推測であ玉。混血密主/¥l王、

路氏め結末芝鳴誼わせのどをにをう主わ爪a:した.1L応10'主主苛ァのなかで‘の八、、

て1¥ ~が，蹟色わtのときに筆積箱根‘也来て"73: I ¥， tJ. '!.'‘、'r1 ¥うニてかあ三r

ラうか? 宅5フYこち尽かに，敢ダピ1f"準備痛のラストに迄加古川?とほ二F、のワγ.
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3芯fift"Jiこんで、いb.(' "官、かちこをく私>1"1.拠出しよう Yこす E墜さの，手招

ミfeうl寸言めだ。股f足lユ，混乱のうちに企促す zので‘ 1;1.なぐ， ζλ てつのJJJi図E

B~L E して義主;$.，

二うした並有間話""，'・~""i!:"時、立つょっ lて芯ヲたか三こちえ/:1-"， ~左山 1J-..， く私〉の

豆沼圏 1三討す~ (畏耳いをは.、，事u王1~ F: ののように積極的l二桝てた二 Yこに抑I

勺てだ〉 と色えるた‘豆う。死ん可否しzうた lゑ手、のヒド石'/7/ とをし ていままた壁与の

昆す吾世砕111".を m きあ~。く私> !ユ芝山 E，椿のとこちかられ視する ιS8S，

589 )。芝川j立、主I¥ ~協の後九，結昏乙の批札ゆくち乙，柳田-rTr口 s に 1 ¥うとこ 5

の~Ó.J.tヶ図'であ五らしい。

ごめラヌトを吉見z者 lλ く私 >7ト・ここでついに笠去の三子にふって 1骨亡、之要 ~ト

ヘ1立裂されてじ立ヲr;.のだ， 芝草え，~か転しれち 1\ '"芝町1ピ志， く私>1"1 {主ろ

の招きに向 t、手・ひさかえして， 岳ぞみさ;-e ~ 7t.の定1J、ならぬ投危のまま， )Bのよ

うo-~i百左再開す否エとに 7主ヲ 1三. ~惹えちからしれない ø 'z L1l1(3:た氏、ん， )台、

ちらを毛程与えっ"O-II. ~7 老九てみて乞同ビご't. z.'あ30 かつて e、人広ドク・マに

窃1~ J:う之したこと εg.I¥知性くのイ以誓)， ーをtをむをんB.= r Iユ♂のために喪主
J支庁、R、をう之 1，う二"t.c広 1¥知性(伺仰従事) tJ.:'， 自分とダオ主 9~e のに ct 弓て

才「ち旬l .::t汎瓶、回~:t 111. ~はす、 t 芯いのちあ3。を W\ /;l， ~、 ん志拘:Lrのã.之さち限

定型t=.~きの (j.' てゆ芝~， ?の Zにず r袈男1--' ):: t三殺す守して laうよう芯tラの

1与のだ。〈不〉日万で‘だ招ヨをう付たのだ、から.早Eえ泉1界'八 '(.d;‘tむく

であろう() ~Iìilしの男子‘ l' ~たとえようt;.G.(\孤A色や腐'lr-i.や宅-T?J;\I亡くら八“U¥ほう '6'‘ 

のふう向をのさ、あ仇之eか<: (畏男いがち在してくl-ll， dこ之 I"J..慰認さは怠1¥
‘、

か.をこ lみく私〉かへ最後f二回帰す尽さとご:3~ぁ~'"

39 

く私〉に'畏界'の生圧を土亘問みゴセ~ "L 1 ¥う現ゴすのラスト IA たしかにぐ

私>~各くの F 私ヲに宇T聾乏与えき，ちう;> 7a¥.l1.ぱ‘R知住主主、わ芯，偽末(3ieI1 3"， 

そ れ広よ "0 た色、しをの街末左眼像の怠かに開示 9~ ために，鈴木清 111頁}立，

rl;tヨ ZI ¥ ~ (). L I"j:，玖ιんちいて，玩ん?で、ひとこそ匡当て 1¥三」之 I，う持畏存立可

称律"E. ひZフの広誌、として鮪みた、主主主げ机 l正・主主ち立がクた。ニ Lr¥.1J.この初7誌

につ片加えら汎たゴ tiご、の花号をあ')- この肱宮の俗果. <14'7め生活国主乙中

石'h:~" d ・畏早， ~ 17'"〆新たに全面的広命保関係l之16.l' 三ことに芯~ (11)。

こ以陪たしかに， ひヒつの史結である o 二の E史晶 TJ;'-;:ごでこの J う?に終る之

とに ， β1 つう B ら文句 jユあ~ d l'ρLか L.， ctぐ?与え5.1:;、してみるての完

結をひ℃つめヲミ l転に tr~，、 名て E よ1\ごとに， 員づ、かさ:n主。二I-!¥I亡/;;t<1)'をらく

畏話1 があジうるた1 ろうかt ，すぐなど ~t わたしは，そう判断してい五 o なぜ、志

らl立・¥一一一

住者の邑思~括詐1 し、ここを生るの世界を根こを吾、‘租対イヒす否 ξ の下ある l:l，

F の~畏芹~' Iユ. ど"のようにお守てられたか? それ/;J.， く私〉の担3fにほ立五

位貨の tのさえ広厄 I¥。巴、から. E1火f長の尽力、きち‘のよう lて市泉 E(["す β"'r.. 1¥うPわ
T'y可.~之

けに毛 1¥か芯 1¥ ，たた二 1高折芝遇して回略的に末こtl.l1.るた、t-rのちのz;.あ玉。大

文全去の]ji環， iZ段泥.~，品、くリの兵1，… 二H¥ちが・ ぞ畏男工'をさししめ"9

指標Z して臥たらくの};J" R俗的芯l豆I¥ :m.~取の居r::. Æ白立え五限 IJ 6' C7J二之官。

ざいごめ荘、!!1/:J.， を ln~ ちの誌liヨ君主のあい官、の.!1Z.1.!手ヒ史たり， ごめ主党固有の

集会的な限定i執、に7夜間し Zn 5"， く私〉という知の営み~'，の次j殿に基程 E

(11) このラスト Eあ、'01¥つ 1，てから芝山E撮りあげ、るユ吉、のあ1¥官、に，益金本司碩
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モたす， t ・，~らをの表居<!'i主旨を主臥広明・ち注丸 u-5 ~I 7τ ハた lてす守、忘れ

のた、と亨れl手:‘，この集色的E抑i意訊‘の世般に呑み=~ H"l を::1亡押しなか‘主仇

ていヲてしまヲたとして1:-， d:ゥたく明.1~ーから~ご之之乞えよう， し官、しモm
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吾主 flo 巴つ lユニごのとこ三に， くlか芯くとも) 2 つの問題が:$~U'\て I1 :芸、

と思ゎν'¥.5-。

ま~，事 1 に， このようた主ぬ?暗号}j.. あちゅ d1定協の~ベつ70é の二ら千‘伶イ亡rけ

てしまうわ l寸l二/ユ 1¥刀、志 1¥た三う， ヨこ~えられち甲ごの主党の固有 1 \!，\lj生の昔む

F畏県'への屯唱ャ値'I~ きをの三~~見事夏、肉撃とす玉， ー‘庄の今イ 10め知的尽色

d-t-111"'ある。 それら I"J.. あリちし芯 1¥ e嬰厚手'主主ししめずTh棋のひ Y二兎主主リ

をちえて 1¥a 二と.芝 lれによラて生元主ち起えた!Jr 1)守"1 1!.呈界す"Si土者十lす

にほって 1¥~ = <こく E七位寺長国， )芝、 英J&の守手千台え之~否 Fさろう o これらよくあ

るクイヲの切の1堤包乏討ちとらして Lコフて1:;， 11‘コわ芯いので古ろう 11、守

怠に L3， をうし T~ -?-1つらのち放か・「吐付」知月主主攻容す五守口三こ二での

殴段取、初ちとかJ似すきてい毛の?ぞから<> zUiぢ‘ 1"J.，三品 1克~e..右耳立L"9 ~わけには

いか砕い τ‘ J~ 厄いか。

ニlJ1.に朗江主するこEらに主署長江問題点、乙して， 啄乏に rr~ 寸コ、、イネ!レマイで、

γ占のよう芯脱畠主眼 ~'t. l\ う t !a:t的'疋有為と，モこに欧像化さ 11\.たぞ知的 9

fJ.1吾在痘=く私〉との関7害1が，むのように自己 3解ゴ Lれているの刀、之 1¥う疑問tJ.i.‘

ある o 二の関係~Jユかられてい広1\と，MJ.像表現l去、ー 良佑"9 ~瓜ず巾・ 主主 1\ 0 

の結五を法る λ々ち く昆>~二一絡にで異界'にさらわU'\..τ1¥弓てし立うとい
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いヤ増しにつのりゆくく私〉の活2iL.."E暗示万五 L " う夜、けの周ょう 1入・~ ~下記冶得得

できるちの苔ある官1ろうに o

結末lふの目¥l!.画か4‘Pのよう Tふf主1宣赴1芝e旦えて いるかちみるのに，まこYこ

に古寺喧廷のであ3。 を泡亨さの宅三左す号、 t した~ 1 ¥ .昔II"(子 t彼方、予7;t.ll，主人-aつい
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あ~， という買土入、・しで( ~o 峡I!!.!I ~"I ¥う， 生生活 lごかかわ Z転与め民票を s-z:
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ということの根被Iか映像のなかに繰り二五け1 てあ~ .， <:: 1 ¥つニL1];']1〒噴言、ある o

現有ラストのフbランe<::. ~L~ .， B史官品、地の足相官者がこ1I-nる二てに7J..~ 1.デ七

い.117吾1¥という免険 e， ち?ん百三校んでい芯がったのです 7l'， )'宮町亘乏人?
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め住τしをとPiiヤやl武長に取 1写しず九?皇の主主かに押しなか‘ιて Lまう EこいうのきJユ瓦

く，モのかわ~)亡. く私〉の住吉しそ U¥'色惇左常、岳ヲモこし‘芝山を託金::..'Gいう名の
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見る入、、ぎなんらの方法的底知郎 E 色ヨ;芯い町、;容のJi'~乱、者題材をllll¥ k与がら.

Id-r，. 1.少に"9ぐ 11¥Iミ7乍iもか:'T-sli..ささ 玉三乙 l、タ 吉正日目に"0.っ 1ミこ'c~ 1¥ゥと』ぶリ

知の誕乏j.!~..- を百ìHVlしつくすまで、の紘t1ft した主主う否r.J7aくて，ているの(J'rユ7.11¥ o' 

向ネ

説
]
川川

k
d
交
手

1
・・E
E
d
1
s
h

F
4
t
'
eす
t
t

た
と
え
ば
ひ
と
つ
の
配
U

川市.

ニ
の

映
一
向
め
初
代
川
の
川
山
川
は
シ
ェ

i
ン
ベ

ル
グ
の
以
来
州
市
し
れ
品
、
山
第

一
症
の
出

泣
を
必
起
さ
リ
せ
る
J
U
の
が
あ
る
。

山
川
切
な
ま
で
の
い
州

-K
に
つ
つ
ま
れ

た
よ
凶
の
渋
川
が
附
つ
の
山
以
来
加
に

よ
っ
て
‘
つ
ぶ
や
か
れ
、
放
れ
れ
、

叫
に
は
小
さ
く
斤
ぴ
戸
を
上
げ
‘
沈

川
口
し
、
山
の
位
打
へ
没
し
て
行
く
ー

た
と
え
よ
う
も
な
く
氷
山
し
く
悲
し
い

山
で
あ
る
ζ

ち
な
み
に
こ
の
山
が
作
山
さ
れ
た

の
が

一
九

O
四
年
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日
以
戦
争
初
代
北

の
年
で
も
あ
っ
た
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た
り
な
が
ら
、
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女
の
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の
川
削

れ
純
り
を
似
る
内
に
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ず
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ず

と
山
崎
リ
か
け
た
水
資
仇
の
強
い
刀
行
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中
で
タ
幻
の
迷
路
を
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仰
い
.
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仕
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け
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れ
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、
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リ
山
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上
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.
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が
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れ
る
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・
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あ
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も
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聞
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て
い
る
。
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と
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伐
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あ
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。
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友
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伐
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。
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.
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.
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伐
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が
刈
っ
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ゴ
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